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１０月２０日  千ケ峰       中田 繁男 

山 名 千ケ峰 山行名 例会 

ルート 
三谷登山口→三谷大滝（雄滝、雌滝）→岩座神コース出合→千ヶ峰山頂→雨乞岩→

岩座神合流点→唐滝→塔の石→岩座神登山口→三本竹→三谷登山口 

山行日 10月 20日 天 候 くもりのち晴れ 

参加者 

リーダー： 中田繁男        サブリーダー：上田秀子 

男性：4名 中田繁男、西川栄治、山下隆、佐々木康治            

女性：4名 上田秀子、伊藤典子、伊藤多恵子、吉澤珠美 合計：  8 名  

ルート 

概略図 

 

コースタイム 

 地名 時：分  地名 時：分 

三谷登山口 
集 9:55 岩座神合流

点 

着 13:10 

発 10：07 発  

雄滝、雌滝 
着 10：25 

唐滝 
着 13:42 

発  発  

岩座神コー

ス出合 

着 11:00 
塔の石 

着 13:55 

発  発  

千ヶ峰山頂 
着 11:45 岩座神座七

登山口 

着 14:30 

発 12：22 発  

雨乞岩 
着 12:54 

三本竹 
着 14:45 

発  発  

山行報告 

天気予報は晴れなのに朝から小雨の中、兵庫県に近づくにつれ雨がやんで青空が見え始め一安

心。途中で丹波篠山の黒豆を購入し現地の三谷登山口には既に数台のマイカーが駐車していま

す。早速登山口の「多可の天空を歩く」大きな標識を見ながらいきなり急坂の登山道を登り始

めた。直ぐに沢が現れ雌滝・雄滝の２段の滝を堪能して沢を渡り急坂の道を登り高度を上げる

と、高齢者の方々から急坂が続きすぎると苦情？汗拭き拭き岩座神コースに出合う。丸太の階

段をどんどんあがる急坂が続き樹林帯が途切れ笹原の山頂に到着。何人かのハイカーが見られ

「南妙法蓮華経」石柱が建っています。さえぎるものの無い山頂は 360 度展望が抜群！遠く瀬

戸内海の明石海峡橋が見れるはずが、薄く霞んで分からない。お昼を済ましてから下山コース

の変更。南西方の岩座神七不思議コースを下山に選んで皆さんの了解を頂いた。地図では表示

があるものの歩き跡が少なくコースが分かりづらく２度ほど道が分からなくなったが、ＹＡＭ

ＡＰで位置確認して皆で地図と照らし合わせ正規ルートを確保した。途中で「雨乞岩、唐滝、

塔の岩、三本竹」七不思議の由来を解説して登山コースを楽しんだ。高度差の割に歩行時間が

少ないコースの特徴である急坂をケガもなく、参加者全員でコース確認したり、地図を確認し

たりして、希少な岩など地元の歴史の触れ合いながら最後は多可町の棚田をゆっくり散策しな

がら三谷登山口の駐車場に帰ってきました。帰り道で「ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰﾊﾟｰｸ多可」買い物、道の駅で「た

まごかけごはん」が食べたくなり立ち寄ったが営業終了で残念。またの機会にチャレンジ！ 

千ｹ峰感想文                  2018.10 下旬  山下 隆 

案内では歩行時間３：４５との短時間登山でかつ千の峰からなる山なので、さぞかし短時間での

濃密な登山と思われた。しかし、どうも今までに登った事は無い山らしい。夏の北海道登山で山歩

きは十二分に堪能していたので、その後しばらくは例会参加は遠退いていた。調べてみると地理的

にはなかなか行けそうにない山でしかも関西百名山なので参加させていただくこととした。京都縦
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貫道を利用して、丹波篠山を経由して、車で約 2:30 かかる。こちらの方面の例会は少なく、京都縦

貫道や新名神ができたおかげで行き易くなったことはありがたい。春の剣尾山の時も高速道路は貸

切だった。 

「千ｹ峰」の名前の由来はわからないが、この周辺では一番高く、山容の姿も美しいので付けられ

た名前だろうが、山から降りて車で帰路を走っていると、盆地の周辺は小さな山々にぐるりと囲ま

れていて、これらの沢山の小山を従えて格好よく堂々と構えているので周辺の山々の代表としてこ

の名がつけられたに違いない。 

今日の例会は苦・楽・苦・楽の登山だった。予測された事とはいえ、初めの約２時間は登山口か

ら頂上までずっと急登が続き、久しぶりの脚はやや悲鳴をあげる。これが３時間も続いていたら、

後遺症やツリが出るのではと思う。頂上近くになって見頃のススキが迎えてくれた。昼食休憩は天

気も良かったので 50 分とたっぷりあり、360 度の展望で疲れもおさまるが、やや寒いので風よけ

に一枚を重ねた。予定のﾋﾟｽﾄﾝは止め別ルートで下山することとなる。足が冷えたせいか、１年ぶり

に小魚のあたりに見舞われた。 

 約 40 分ほど南西への尾根歩きをする。展望は少ないが、あまり利用されてないコースゆえ、落葉

はそのままの姿を保ち、フカフカのハイキング道をルンルンと行く。 

次の苦は、岩座神への下りだった。訪ねる登山者が極めて少ないルートらしく、登山道は杉や落

葉で埋まっていて、五感を働かせながら、CL と共に踏み跡を必死に探しながら急勾配を下る。時々、

迷路に迷い込みロスもある。2hr の緊張の連続は苦行でジョークも出ない。幸いに木々に付けられ

たテープや赤ペンキには大いに助けられ、みんな無事に下山出来た。 

最後の楽しみは行く道々にあった。特筆はなんといっても 丹波の黒豆の枝豆だった。CL の事

前調査のお蔭で、往きの途中の朝市でゲットできた。一房 1000 円でやや高く感じる。予想通り、

帰路の車窓から見える朝市の荷台には枝豆の姿は無かった。以前 いただいたことがあったのでそ

の旨さは経験ずみだった。ＣＬは枝突きをゲットしていたが、私は一個ずつはずすのが面倒と思い

枝付でない袋ものを選んでしまった。枝つきのほうが新鮮さを保てるのに大失敗だ。気が付くのが

遅かった。それでも帰宅後の枝豆・ビールのセットは申し分なかった。 

 丹波の栗・350 円の卵かけご飯・ラベンダーパークでの町おこし・手作りジェラード等々その地

の産物を生かしての町おこしにの姿があちこちにみられた。時間不足やタイミングのズレでこれら

の楽しみは体験できなかったが。 

 レンタカーでの運転を引き受けてくれた CL には感謝です。又、本年９月の役員会で決めた「レ

ンタカー運転ルール」で運転者への苦労に少しでも報うことができたのは、ルール改定の提案者と

して少しホットしたところです。 
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